
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】重い扁平物品を疵を付けることなくかつ大型化

せずに消費エネルギも大幅に増加させることなく払い出

す装置を提供する。

【解決手段】積み重ねた扁平物品を支持するテーブル２

６２、テーブル２６２の上方に配置され、かつ扁平物品

に面する吸引口、吸引口を介して空気を吸引することに

より積み重ねた最上位の扁平物品を吸着する吸引装置１

０４、吸引口に吸着された扁平物品を積み重ね方向に対

して横方向に搬送する搬送装置１３２、を含む扁平物品

の自動払い出し装置において、吸引口１４１が横方向に

配置された少なくとも第１吸引口１４４と第２吸引口１

４６を含んでいる扁平物品の自動払出装置である。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 積 み 重 ね た 扁 平 物 品 (100)を 支 持 す る テ ー ブ ル (262)、 前 記 テ ー ブ ル の 上 方 に 配 置 さ れ 、
か つ 、 前 記 扁 平 物 品 に 面 す る 吸 引 口 (140)、 前 記 吸 引 口 を 介 し て 空 気 を 吸 引 す る こ と に よ
り 前 記 積 み 重 ね た 最 上 位 の 扁 平 物 品 を 吸 着 す る 吸 引 装 置 (104)、 前 記 吸 引 口 に 吸 着 さ れ た
前 記 扁 平 物 品 を 前 記 積 み 重 ね 方 向 に 対 し て 横 方 向 に 搬 送 す る 搬 送 装 置 (132)、 を 含 む 扁 平
物 品 の 自 動 払 出 装 置 に お い て 、
　 前 記 吸 引 口 が 前 記 横 方 向 に 配 置 さ れ た 少 な く と も 第 １ 吸 引 口 (144)と 第 ２ 吸 引 口 (146)を
含 ん で い る 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 所 定 の 厚 み を 有 す る 均 し 箱 (134)が 前 記 横 方 向 に 隔 壁 (142)に よ っ て 区 画 さ れ て 第 １ チ ャ
ン バ (148)と 第 ２ チ ャ ン バ (150)を 有 し 、 前 記 第 １ チ ャ ン バ の 端 面 が 前 記 第 １ 吸 引 口 で あ り
、 前 記 第 ２ チ ャ ン バ の 端 面 が 前 記 第 ２ 吸 引 口 で あ り 、 前 記 第 １ チ ャ ン バ と 第 ２ チ ャ ン バ の
前 記 吸 引 口 の 反 対 側 の 開 口 に 吸 引 気 流 生 成 装 置 (136)が 取 り 付 け ら れ て い る 請 求 項 １ に 記
載 の 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 吸 引 気 流 生 成 装 置 が 、 電 気 モ ー タ (151)に よ っ て 回 転 さ れ る 軸 流 フ ァ ン (152)で あ る
請 求 項 ２ に 記 載 の 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 扁 平 物 品 を 自 動 的 に １ つ ず つ 送 り 出 す た め の 払 出 装 置 に 関 す る 。
　 詳 し く は 、 コ ン パ ク ト デ ィ ス ク (CD)や デ ジ タ ル ・ バ ー サ テ ィ ル ・ デ ィ ス ク (DVD)を 収 納
し た 比 較 的 大 き く 、 か つ 、 重 い 、 扁 平 物 品 を 一 つ ず つ 送 り 出 す 自 動 払 出 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 本 明 細 書 で 使 用 す る 「 扁 平 物 品 」 は 、 扁 平 の ケ ー ス に 商 品 で あ る デ ィ ス ク を 封 入 し た も
の 、 商 品 自 体 が 扁 平 な も の 、 及 び 、 扁 平 物 品 が 密 着 し た フ ィ ル ム に よ っ て カ バ ー さ れ て い
る も の 等 を 含 ん で い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
本 出 願 人 は 、 積 み 上 げ ら れ た カ ー ド 入 り 扁 平 物 品 等 を 損 傷 す る こ と な く 払 い 出 す た め 、 米
国 特 許 第 6311867号 や 特 開 2001-118137に 開 示 さ れ た 技 術 を 提 案 し た 。
そ の 概 要 を 以 下 に 説 明 す る 。
積 み 上 げ ら れ て い る 最 上 位 の 扁 平 物 品 が 吸 引 装 置 に よ っ て 吸 着 さ れ た 後 、 吸 着 に よ っ て 接
触 し て い る 搬 送 装 置 に よ り 送 り 出 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 装 置 は 、 吸 着 さ れ た 最 上 位 の 扁 平 物 品 を 搬 送 装 置 に よ っ て 払 い 出 す た め 、 例 え ば 、
CDを 収 納 し 、 薄 い フ ィ ル ム に よ り ラ ッ プ し た CDケ ー ス を フ ィ ル ム に 傷 を つ け る こ と な く 払
い 出 す こ と が で き る 。
し か し 、 こ れ ら に 開 示 さ れ た 実 施 例 に お い て 、 吸 引 装 置 で あ る フ ァ ン の 吸 引 口 が 一 つ で あ
る た め 、 CDケ ー ス の よ う に 比 較 的 重 い 扁 平 物 品 を 払 い 出 す 場 合 、 吸 引 口 に 吸 着 さ れ た CDケ
ー ス が 搬 送 装 置 に よ っ て 横 方 向 に 移 動 さ れ 、 吸 引 口 の 一 部 が 扁 平 物 品 に よ っ て 覆 わ れ な く
な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 覆 わ れ な い 開 口 か ら の 空 気 の 吸 引 量 が 一 気 に 増 大 し 、 扁 平 物 品 に 対 す る 吸
着 力 が 急 激 に 低 下 す る た め 、 扁 平 物 品 が 吸 引 装 置 か ら 落 下 す る た め 、 次 行 程 の 搬 送 装 置 に
受 け 渡 さ れ な い 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 扁 平 物 品 が 次 行 程 の 搬 送 装 置 に 受 け 渡 さ れ た 場 合 に は 、 扁 平 物 品 の 先 端 部 の み が
搬 送 装 置 に 保 持 さ れ 、 他 部 が 吸 引 口 か ら 落 下 す る た め 、 ラ ッ プ フ ィ ル ム が 周 囲 の 壁 面 に 擦
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ら れ て 破 れ る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 扁 平 物 品 が 吸 引 装 置 か ら 落 下 し な い よ う に 、 吸 引 装 置 を 強 力 に す る こ と が 考 え
ら れ る が 、 装 置 が 大 型 化 す る と 共 に 消 費 エ ネ ル ギ が 増 大 し 、 俄 に 採 用 す る こ と が 出 来 な い
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 さ ら に ま た 、 次 行 程 の 搬 送 装 置 を 、 扁 平 物 品 の 一 部 の み を 受 け 取 っ た 場 合 で あ っ て も 、
扁 平 物 品 が 斜 め に な る こ と な く 搬 送 で き る 装 置 に す る こ と が 考 え ら れ る が 、 こ れ も 装 置 を
大 型 化 し 、 か つ 、 高 価 に な り 、 俄 に 採 用 す る こ と が で き な い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 第 1の 目 的 は 、 比 較 的 大 型 で あ っ て 、 か つ 、 重 い 扁 平 物 品 を 疵 を 付 け る こ と な く
払 い 出 す こ と が で き る 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
本 発 明 の 第 2の 目 的 は 、 比 較 的 大 型 で あ っ て 、 か つ 、 重 い 扁 平 物 品 を 払 い 出 す こ と が で き
る 自 動 払 出 装 置 を 大 型 化 せ ず 、 か つ 、 消 費 エ ネ ル ギ を 大 幅 に 増 加 さ せ る こ と な く 提 供 す る
こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め 本 発 明 は 以 下 の よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
　 積 み 重 ね た 扁 平 物 品 を 支 持 す る テ ー ブ ル 、 前 記 テ ー ブ ル の 上 方 に 配 置 さ れ 、 か つ 、 前 記
扁 平 物 品 に 面 す る 吸 引 口 、 前 記 吸 引 口 を 介 し て 空 気 を 吸 引 す る こ と に よ り 前 記 積 み 重 ね た
最 上 位 の 扁 平 物 品 を 吸 着 す る 吸 引 装 置 、 前 記 吸 引 口 に 吸 着 さ れ た 前 記 扁 平 物 品 を 前 記 積 み
重 ね 方 向 に 対 し て 横 方 向 に 搬 送 す る 搬 送 装 置 、 を 含 む 扁 平 物 品 の 自 動 払 い 出 し 装 置 に お い
て 、 前 記 吸 引 口 が 前 記 横 方 向 に 配 置 さ れ た 少 な く と も 第 １ 吸 引 口 と 第 ２ 吸 引 口 を 含 ん で い
る 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に お い て 、 扁 平 物 品 は 吸 引 装 置 に よ っ て 発 生 さ れ る 少 な く と も 第 １ 吸 引 口 及 び
第 ２ 吸 引 口 に 吸 い 込 ま れ る 吸 引 気 流 に よ っ て 吸 着 さ れ る 。
　 換 言 す れ ば 、 扁 平 物 品 の 搬 送 方 向 に 並 ん で い る 少 な く と も 第 １ 吸 引 口 及 び 第 ２ 吸 引 口 に
吸 着 さ れ る 。
　 そ の 吸 着 状 態 に お い て 扁 平 物 品 は 搬 送 装 置 に よ っ て 積 み 重 ね 方 向 に 対 し て 横 方 向 に 移 動
さ れ る 。
　 扁 平 物 品 の 横 方 向 へ の 移 動 に よ っ て 、 扁 平 物 品 に よ っ て 覆 わ れ て い る 第 １ 吸 引 口 が 、 徐
々 に 扁 平 物 品 に よ っ て 覆 わ れ な く な る 。
　 し た が っ て 、 一 部 が 覆 わ れ な く な っ た 第 １ 吸 引 口 の 扁 平 物 品 に 対 す る 吸 着 力 は 急 激 に 低
下 す る 。
　 し か し 、 第 ２ 吸 引 口 は 、 扁 平 物 品 に よ っ て 全 部 が 覆 わ れ て い る た め 、 大 き な 吸 着 力 で あ
り 、 扁 平 物 品 は こ の 第 ２ 吸 引 口 に 吸 着 さ れ つ つ 搬 送 装 置 に よ っ て 横 方 向 へ 搬 送 さ れ る 。
　 そ し て 扁 平 物 品 は 、 次 行 程 へ 送 ら れ る 。
　 し た が っ て 、 次 行 程 へ 送 ら れ る ま で の 間 、 扁 平 物 品 は 少 な く と も 第 ２ 吸 引 口 に よ っ て 吸
着 さ れ て い る の で 、 確 実 に 次 行 程 へ 受 け 渡 さ れ る 。
　 ま た 、 少 な く と も 第 １ 吸 引 口 と 第 ２ 吸 引 口 と い う 簡 単 な 構 造 で あ る の で 、 装 置 が 大 型 化
す る こ と な く 、 さ ら に 、 強 力 な 吸 引 装 置 で な く と も 良 い の で 消 費 エ ネ ル ギ を 大 幅 に 増 加 さ
せ る こ と な く 、 さ ら に ま た 、 大 幅 な コ ス ト ア ッ プ を 招 く こ と な く 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 所 定 の 厚 み を 有 す る 均 し 箱 が 前 記
横 方 向 に 隔 壁 に よ っ て 区 画 さ れ た 第 １ チ ャ ン バ と 第 ２ チ ャ ン バ を 有 し 、 前 記 第 １ チ ャ ン バ
の 端 面 が 前 記 第 １ 吸 引 口 で あ り 、 前 記 第 ２ チ ャ ン バ の 端 面 が 前 記 第 ２ 吸 引 口 で あ り 、 前 記
第 １ チ ャ ン バ と 第 ２ チ ャ ン バ の 前 記 吸 引 口 の 反 対 側 の 開 口 に 吸 引 気 流 生 成 装 置 が 取 り 付 け
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ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 構 成 に お い て 、 吸 引 気 流 生 成 装 置 は 、 隔 壁 で 区 画 さ れ た 第 １ 吸 引 口 及 び 第 ２ 吸 引 口
か ら 第 １ チ ャ ン バ 及 び 第 ２ チ ャ ン バ を 介 し て 空 気 を 吸 引 す る 。
　 こ の と き 、 前 記 第 １ 吸 引 口 及 び 第 ２ 吸 引 口 に 対 応 す る 第 １ チ ャ ン バ 及 び 第 ２ チ ャ ン バ に
お い て 、 吸 引 負 圧 が 均 さ れ 、 各 吸 引 口 の 全 面 に お い て ほ ぼ 均 等 な 負 圧 に な る 。
　 し た が っ て 、 扁 平 物 品 は 各 吸 引 口 の 全 面 に お い て ほ ぼ 均 等 な 吸 着 力 で 吸 着 さ れ る 。
　 そ し て 、 扁 平 物 品 が 搬 送 装 置 に よ っ て 横 方 向 に 移 動 さ れ た 場 合 、 最 初 に 第 １ 吸 引 口 か ら
外 れ 、 第 １ 吸 引 口 の 吸 着 力 が 実 質 的 に 作 用 し な く な る 。
　 し か し 、 扁 平 物 品 は 第 ２ 吸 引 口 の 全 域 を 覆 っ て い る の で 第 ２ 吸 引 口 の 大 き な 吸 着 力 に よ
っ て 吸 着 を 維 持 さ れ つ つ 搬 送 装 置 に よ っ て 次 行 程 へ 搬 送 さ れ る 。
　 し た が っ て 、 隔 壁 に よ っ て 横 方 向 に 区 画 し た 均 し 箱 と い う 簡 単 な 構 造 に よ り 、 少 な く と
も 第 １ 吸 引 口 と 第 ２ 吸 引 口 を 形 成 で き る の で 、 装 置 を 大 型 化 す る こ と な く 安 価 に 構 成 で き
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 吸 引 気 流 生 成 装 置 が 、 電 気 モ ー タ に よ
っ て 回 転 さ れ る 軸 流 フ ァ ン で あ る 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 で あ る 。
　 こ の 構 成 に お い て 、 吸 引 気 流 生 成 装 置 が 電 気 モ ー タ に よ っ て 回 転 さ れ る 軸 流 フ ァ ン で あ
る の で 、 装 置 が 大 型 化 せ ず 、 か つ 、 安 価 で あ る 利 点 を 有 す る 。
【 発 明 の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 積 み 重 ね た 扁 平 物 品 を 支 持 す る テ ー ブ ル 、 前 記 テ ー ブ ル の 上 方 に 配 置 さ れ 、 か つ 、 前 記
扁 平 物 品 に 面 す る 吸 引 口 、 前 記 吸 引 口 を 介 し て 空 気 を 吸 引 す る こ と に よ り 前 記 積 み 重 ね た
最 上 位 の 扁 平 物 品 を 吸 着 す る 吸 引 装 置 、 前 記 吸 引 口 に 吸 着 さ れ た 前 記 扁 平 物 品 を 前 記 積 み
重 ね 方 向 に 対 し て 横 方 向 に 搬 送 す る 搬 送 装 置 、 を 含 む 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 に お い て 、
所 定 の 厚 み を 有 す る 均 し 箱 が 前 記 横 方 向 に 隔 壁 に よ っ て 区 画 さ れ て 第 １ チ ャ ン バ と 第 ２ チ
ャ ン バ を 有 し 、 前 記 第 １ チ ャ ン バ の 端 面 が 前 記 第 １ 吸 引 口 で あ り 、 前 記 第 ２ チ ャ ン バ の 端
面 が 前 記 第 ２ 吸 引 口 で あ り 、 前 記 第 １ チ ャ ン バ と 第 ２ チ ャ ン バ の 前 記 吸 引 口 の 反 対 側 の 開
口 に 吸 引 気 流 生 成 装 置 が 取 り 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 で
あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ は 、 実 施 例 １ の 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 の 左 上 方 か ら の 斜 視 図 で あ る 。
図 2は 、 実 施 例 １ の 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 の 補 給 用 ド ア を 開 い た 状 態 の 右 上 方 か ら の 斜
視 図 で あ る 。
図 3は 、 図 5に お け る Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
図 4は 、 実 施 例 １ の 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 の 左 及 び 上 部 の カ バ ー を 除 去 し た 状 態 の 左 上
部 か ら の 斜 視 図 で あ る 。
図 5は 、 図 7に お け る Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。
図 6は 、 図 ７ に お け る Ｃ － Ｃ 線 断 面 図 で あ る 。
図 ７ は 、 実 施 例 １ の 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 の 左 カ バ ー を 除 去 し た 状 態 の 左 側 面 図 で あ る
。
図 8は 、 実 施 例 １ の 扁 平 部 品 の 自 動 払 出 装 置 の 作 用 説 明 図 で あ る 。
図 9は 、 実 施 例 １ の 扁 平 部 品 の 自 動 払 出 装 置 の 制 御 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
図 10及 び 11は 、 実 施 例 １ の 扁 平 部 品 の 自 動 払 出 装 置 の 作 用 説 明 用 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る
。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 扁 平 物 品 100、 例 え ば 、 Ｃ Ｄ ケ ー ス の 自 動 払 出 装 置 102は 、 払 出 部 104と 貯 留 部 106を 備 え
る 。
払 出 部 104を 構 成 す る 左 右 の サ イ ド フ レ ー ム 112、 114及 び リ ヤ フ レ ー ム 116に 固 定 さ れ 、 さ
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ら に 天 板 118に よ り 払 出 部 フ レ ー ム 120を 構 成 し て い る 。
こ の 払 出 部 フ レ ー ム 120は 、 ベ ー ス フ レ ー ム 122に 立 設 さ れ た 左 右 の 保 留 部 サ イ ド フ レ ー ム
124、 126及 び 保 留 部 リ ヤ フ レ ー ム 128に 着 脱 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
し た が っ て 、 払 出 部 104の 構 成 ユ ニ ッ ト が 故 障 し た 場 合 、 新 し い 払 出 部 104に 交 換 す る こ と
に よ り 、 対 処 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 3に 示 す よ う に 、 払 出 部 104は 吸 引 装 置 130、 横 方 向 搬 送 装 置 132及 び 払 出 装 置 135を 備
え る 。
　 最 初 に 吸 引 装 置 130を 説 明 す る 。
　 吸 引 装 置 130は 、 扁 平 物 品 100を 吸 引 気 流 に よ っ て 吸 着 す る 機 能 を 有 し て い る 。
　 吸 引 装 置 130は 、 筒 状 の 均 し 箱 134と 吸 引 気 流 生 成 装 置 136を 備 え る 。
　 均 し 箱 134は 、 中 空 部 が 上 下 方 向 に 延 び る 筒 型 で あ り 、 左 サ イ ド フ レ ー ム 112と 右 サ イ ド
フ レ ー ム 114と の 間 に ほ ぼ 水 平 に 取 り 付 け ら れ た ベ ー ス 138と 一 体 に 樹 脂 成 型 さ れ て い る 。
し か し 、 均 し 箱 134は 、 ベ ー ス 138と 別 体 に 製 造 し 、 ベ ー ス 138に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
均 し 箱 134は 、 そ の 下 端 面 が 矩 形 に 形 成 さ れ た 吸 引 口 141を 含 ん で い る 。
吸 引 口 141は 、 横 方 向 搬 送 措 置 132の 搬 送 方 向 Dに 対 し て 交 差 し 、 か つ 、 薄 い 搬 送 方 向 Dに 対
し て 直 交 方 向 に 延 び る 搬 送 方 向 隔 壁 142に よ っ て 、 第 1吸 引 口 144及 び 第 2吸 引 口 146に 分 割
さ れ て い る 。
換 言 す れ ば 、 均 し 箱 134は 所 定 の 厚 み を 有 し 、 第 1吸 引 口 144を 端 面 に 有 す る 第 1チ ャ ン バ 14
8及 び 第 2吸 引 口 146を 端 面 に 有 す る 第 2チ ャ ン バ 150を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
第 1チ ャ ン バ 148及 び 第 2チ ャ ン バ 150は 、 夫 々 の 開 口 面 積 及 び 均 し 箱 134の 厚 み に よ り 決 定
さ れ る 所 定 の 容 積 を 有 す る 。
第 1チ ャ ン バ 148及 び 第 2チ ャ ン バ 150が 所 定 の 容 積 を 有 す る 場 合 、 吸 引 気 流 生 成 装 置 136の
吸 引 力 が 時 間 の 経 過 と 共 に 変 動 し た 場 合 で あ っ て も 、 そ の 容 積 が ク ッ シ ョ ン に な り 、 吸 引
力 が 急 激 に 低 下 す る こ と に よ る 扁 平 物 品 100の 落 下 を 防 止 で き る 利 点 を 有 す る 。
払 出 装 置 135は 、 払 出 部 フ レ ー ム 112、 114に 取 付 け ら れ て い る 。
な お 、 図 6に 示 す よ う に 、 搬 送 方 向 隔 壁 142は 、 中 間 を 搬 送 方 向 に 延 び る 薄 い 隔 壁 149に よ
っ て 補 強 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 吸 引 気 流 生 成 装 置 136は 、 第 1吸 引 口 144及 び 第 2吸 引 口 150か ら 吸 引 す る 気 流 を 生 成 す る
。
　 吸 引 気 流 生 成 装 置 136は 、 ほ ぼ 垂 直 の 回 転 軸 線 周 り に 回 転 す る 第 １ 電 動 モ ー タ 151に よ っ
て 回 転 さ れ る 軸 流 フ ァ ン 152を 備 え る 。
　 軸 流 フ ァ ン 152は 、 ケ ー シ ン グ 154の 円 形 孔 156内 に 配 置 さ れ 、 ケ ー シ ン グ 154の 上 面 の ス
テ － 158に 固 定 さ れ て い る 第 １ モ ー タ 151の 出 力 軸 に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
軸 流 フ ァ ン 152は 、 均 し 箱 134の 上 面 に 固 定 さ れ て い る 。
　 換 言 す れ ば 、 吸 引 気 流 生 成 装 置 136は 、 第 1チ ャ ン バ 148の 端 面 で あ る 第 1吸 引 口 144及 び
第 2チ ャ ン バ 150の 端 面 で あ る 第 2吸 引 口 146の 反 対 側 の 均 し 箱 134の 開 口 に 相 対 し て 取 り 付
け ら れ 、 そ れ ら 吸 引 口 144、 146か ら 空 気 を 吸 引 す る 。
　 軸 流 フ ァ ン 152の 回 転 に よ っ て 、 均 し 箱 134内 に 第 1吸 引 口 144及 び 第 2吸 引 口 146か ら 空 気
が 吸 引 さ れ 、 上 方 へ 向 か う 気 流 が 生 成 さ れ る 。
　 吸 引 気 流 生 成 装 置 136は 、 エ ジ ェ ク タ 効 果 に よ り 吸 引 気 流 を 生 成 す る 方 式 を 採 用 す る こ
と が で き る 。
　 さ ら に 、 吸 引 気 流 生 成 装 置 136は エ ア モ ー タ に よ り 軸 流 フ ァ ン 152を 回 転 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 横 方 向 搬 送 装 置 132を 説 明 す る 。
　 横 方 向 搬 送 装 置 132は 、 吸 引 装 置 130に 吸 引 さ れ て い る 扁 平 物 品 100を 横 方 向 に 搬 送 し 、
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次 行 程 へ 送 り 出 す 機 能 を 有 す る 。
　 横 方 向 搬 送 装 置 132は 、 均 し 箱 134内 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 横 方 向 搬 送 装 置 132の 周 面 は 、 第 1吸 引 口 144及 び 第 2吸 引 口 146に 吸 着 さ れ た 扁 平 物 品 100
を 次 行 程 で あ る 払 出 装 置 135に 搬 送 す る た め 、 第 1吸 引 口 144及 び 第 2吸 引 口 146か ら 僅 か に
下 方 へ 突 出 し て い る 。
　 実 施 例 に お い て 、 横 方 向 搬 送 装 置 132は 、 第 1チ ャ ン バ 148内 に 配 置 し た 第 1ロ ー ラ 装 置 16
0及 び 第 2チ ャ ン バ 150内 に 配 置 し た 第 2ロ ー ラ 装 置 162を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
第 1ロ ー ラ 装 置 160は 、 均 し 箱 134の 側 壁 170に 水 平 に 回 転 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 回 転 軸 172
に 所 定 の 間 隔 で 固 定 し た 二 つ の ロ ー ラ 174よ り 構 成 さ れ て い る 。
第 ２ ロ ー ラ 装 置 162は 、 第 1ロ ー ラ 装 置 160と 同 一 構 造 で あ る 。
し た が っ て 、 ロ ー ラ 174の 下 部 は 、 均 し 箱 134の 下 端 か ら 僅 か に 突 出 し て い る 。
こ の た め 、 扁 平 物 品 100を 第 1吸 引 口 144及 び 第 2吸 引 口 146に 吸 着 し た 場 合 、 均 し 箱 134の 下
端 と 扁 平 物 品 100と の 間 の 僅 か な 隙 間 か ら 空 気 が 吸 引 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ れ に よ り 、 第 １ 電 気 モ ー タ 151の 過 熱 を 防 止 す る と 共 に 、 扁 平 物 品 100と 均 し 箱 134下 端
と の 摩 擦 接 触 を 回 避 し 、 扁 平 物 品 100の 搬 送 抵 抗 を 最 小 に し て い る 。
し か し 、 扁 平 物 品 100の 搬 送 間 隔 が 長 い 場 合 、 均 し 箱 134の 下 端 と 扁 平 物 品 100と を 接 触 さ
せ て も よ い 。
　 ロ ー ラ 174は 、 扁 平 物 品 100と の ス リ ッ プ を 少 な く す る た め 、 周 面 が ゴ ム で 覆 わ れ て い る
。
　 横 方 向 搬 送 装 置 132は 、 ロ ー ラ に 代 え て 払 出 装 置 135方 向 に 移 動 す る ベ ル ト を 用 い る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 均 し 箱 134の 側 方 に 配 置 さ れ た 払 出 装 置 135を 説 明 す る 。
払 出 装 置 135は 、 横 方 向 搬 送 装 置 132か ら 送 ら れ た 扁 平 物 品 100を 払 出 口 178に 搬 送 す る 。
　 実 施 例 に お い て 、 払 出 装 置 135は 搬 送 経 路 186に 沿 っ て 配 置 し た 第 １ 挟 持 搬 送 装 置 182と
第 ２ 挟 持 搬 送 装 置 184と を 含 ん で い る 。
　 第 １ 挟 持 搬 送 装 置 182と 第 ２ 挟 持 搬 送 装 置 184と は 同 一 構 成 で あ る の で 、 第 １ 挟 持 搬 送 装
置 182を 代 表 し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
第 １ 挟 持 搬 送 装 置 182は 、 扁 平 物 品 100の 払 出 通 路 186の 上 側 に 配 置 し た 上 ロ ー ラ 装 置 188及
び 下 側 に 配 置 し た 下 ロ ー ラ 装 置 190を 含 ん で い る 。
　 上 ロ ー ラ 装 置 188は 、 ベ ー ス 138に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ た シ ャ フ ト 192と 、 シ ャ フ ト 192に
所 定 の 間 隔 で 固 定 さ れ て い る ロ ー ラ 194を 含 ん で い る 。
　 こ れ ら ロ ー ラ 194下 部 は 、 ベ ー ス 138に 設 け た 開 口 198か ら 払 出 通 路 186に 突 出 し て い る 。
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ れ ら ロ ー ラ 194下 面 は 、 横 方 向 搬 送 装 置 132の 第 １ ロ ー ラ 装 置 160と 第 ２ ロ ー ラ 装 置 162
の ロ ー ラ 174の 下 面 と 同 一 水 平 線 上 に な る よ う 設 定 さ れ て い る 。
　 下 ロ ー ラ 装 置 190は 、 ベ ー ス 138の 下 方 に 所 定 の 間 隔 で ベ ー ス 138と 平 行 に 配 置 さ れ た サ
ポ ー ト プ レ ー ト 200に 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 下 ロ ー ラ 装 置 190は 、 サ ポ ー ト プ レ ー ト 200に 対 し 回 転 可 能 で あ り 、 か つ 、 払 出 通 路 186
か ら 離 れ る よ う 移 動 可 能 な シ ャ フ ト 202と 、 シ ャ フ ト 202に 所 定 の 間 隔 で 固 定 し た ロ ー ラ 20
4を 含 ん で い る 。
　 ロ ー ラ 204は そ れ ぞ れ ロ ー ラ 194に 相 対 し て 配 置 さ れ て い る 。
　 第 ２ 挟 持 搬 送 装 置 184も 同 様 に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 下 ロ ー ラ 装 置 190は 、 払 出 通 路 186に 突 出 す る よ う 弾 性 的 に 付 勢 さ れ て お り 、 扁 平 物 品 10

10

20

30

40

50

(6) JP 2006-190366 A 2006.7.20



0を 上 ロ ー ラ 装 置 188と の 間 で 所 定 の 力 で 挟 む よ う に し て い る 。
　 払 出 通 路 186の 端 部 に は 、 ピ ボ ッ ト 運 動 可 能 に シ ャ ッ タ 206が サ イ ド フ レ ー ム 112、 114に
取 り 付 け ら れ て い る 。
　 シ ャ ッ タ 206は 、 図 3の 状 態 よ り も 反 時 計 方 向 に ピ ボ ッ ト 運 動 さ れ な い よ う ス ト ッ パ (図
示 せ ず )に よ り 規 制 さ れ 、 扁 平 物 品 100に よ っ て 押 さ れ る こ と に よ り 時 計 方 向 へ ピ ボ ッ ト 運
動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 次 に 横 方 向 搬 送 装 置 132及 び 払 出 装 置 135の 駆 動 装 置 210を 図 3及 び 図 7を 参 照 し て 説 明 す
る 。
　 第 １ ロ ー ラ 装 置 160及 び 第 ２ ロ ー ラ 装 置 162の 回 転 軸 172及 び 第 １ 挟 持 搬 送 装 置 182及 び 第
２ 挟 持 搬 送 装 置 184の シ ャ フ ト 202の 側 壁 170か ら 突 出 し た 左 端 部 に 同 径 の 歯 付 き プ ー リ 212
、 214、 216及 び 218が そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て い る 。
　 図 3に 示 す よ う に 、 ベ ー ス 138に は 、 減 速 機 220が 固 定 さ れ 、 そ の 出 力 軸 222に 前 記 プ ー リ
と 同 径 の プ ー リ 224が 固 定 さ れ て い る 。
　 減 速 機 220は 、 そ れ に 固 定 さ れ た 第 ２ 電 気 モ ー タ 226に よ っ て 回 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 プ ー リ 224、 214及 び 216に は 歯 付 き ベ ル ト 228が 巻 き 付 け ら れ て い る 。
　 ベ ル ト 228は 、 テ ン シ ョ ナ 230に よ っ て 所 定 の 張 力 が 付 与 さ れ て い る 。
　 プ ー リ 212及 び 214に は 歯 付 き ベ ル ト 232が 巻 き 付 け ら れ 、 テ ン シ ョ ナ 234に よ っ て 所 定 の
張 力 が 付 与 さ れ て い る 。
　 プ ー リ 216と 218に は 歯 付 き ベ ル ト 236が 巻 き 付 け ら れ 、 テ ン シ ョ ナ 238に よ っ て 所 定 の 張
力 が 付 与 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 し た が っ て 、 第 ２ 電 気 モ ー タ 226の 所 定 方 向 の 回 転 に よ り 、 図 7に お い て プ ー リ 224が 反
時 計 方 向 へ 回 転 さ れ る こ と に よ り 、 プ ー リ 212、 214、 216及 び 218、 換 言 す れ ば 、 ロ ー ラ 17
4、 204が 同 方 向 へ 回 転 さ れ る 。
　 こ れ に よ り 、 各 ロ ー ラ 17又 は 204に 接 し て い る 扁 平 物 品 100は 、 払 出 口 178に 向 か っ て 搬
送 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 隔 壁 142に 扁 平 物 品 100の 検 知 セ ン サ 250が 取 り 付 け ら れ 、 そ の 接 触 子 252の 下 端 は ロ ー ラ
174の 下 面 よ り も 下 方 に 位 置 し て い る 。
　 し た が っ て 、 検 知 セ ン サ 250は 、 扁 平 物 品 100が 所 定 の 距 離 に 近 づ い た 場 合 、 接 触 子 252
に よ っ て 押 さ れ 、 検 知 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 次 に 扁 平 物 品 100の 貯 留 部 106を 説 明 す る 。
　 図 2に 示 す よ う に 、 貯 留 部 106は 、 上 下 方 向 に 延 び る 貯 留 室 260と 、 扁 平 物 品 100を 移 動 さ
せ る テ ー ブ ル 262と 、 テ ー ブ ル 262の 移 動 装 置 264を 備 え る 。
　 貯 留 室 260は 、 保 留 部 サ イ ド フ レ ー ム 124、 126、 128に よ り 囲 ま れ 、 吸 引 装 置 130の 下 方
に お い て 縦 方 向 に 伸 び る 角 柱 状 空 間 で あ る 。
　 ド ア 266の 下 端 部 が 、 ベ ー ス フ レ ー ム 122に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 そ の 上 端 部 が サ イ
ド フ レ ー ム 124に 固 定 さ れ た ス テ 268に 回 動 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 貯 留 室 260を 閉 じ た 位 置
に お い て ロ ッ ク 装 置 270に よ っ て サ イ ド フ レ ー ム 126に ロ ッ ク さ れ る 。
　 扁 平 物 品 100は 、 ド ア 266を 開 い て テ ー ブ ル 262に 積 み 上 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
テ ー ブ ル 262は 、 矩 形 板 状 で あ り 、 貯 留 室 260内 の 均 し 箱 134の 下 方 に お い て 均 し 箱 134に 接
近 及 び 離 隔 す る よ う 移 動 可 能 で あ る 。
す な わ ち 、 テ ー ブ ル 262は 上 下 方 向 に 第 １ 吸 引 口 144及 び 第 ２ 吸 引 口 146に 対 し 接 近 、 離 隔
す る よ う 移 動 可 能 で あ る 。
テ ー ブ ル 262は 、 そ の 移 動 を ス ム ー ズ に 行 う た め 、 サ イ ド フ レ ー ム 124、 126内 面 に ほ ぼ 垂
直 に 伸 び る ガ イ ド コ ラ ム 272を 間 に 挟 ん で 取 り 付 け ら れ た ガ イ ド ロ ー ラ 274に よ っ て 前 後 方
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向 に お い て 案 内 さ れ 、 両 サ イ ド に 取 り 付 け ら れ た ガ イ ド ロ ー ラ 276に よ っ て 左 右 方 向 に お
い て 案 内 さ れ る 。
テ ー ブ ル 262は 、 扁 平 物 品 100を 移 動 さ せ る 機 能 を 有 し て い る 。
し た が っ て 、 こ の 機 能 を 有 し て い れ ば 、 他 の 機 構 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 移 動 装 置 264を 図 4及 び 7を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 移 動 装 置 264は 、 駆 動 装 置 280と 伝 達 装 置 282を 備 え る 。
　 駆 動 装 置 280は 、 吸 引 装 置 130の 側 方 に 配 置 さ れ 、 か つ 、 ベ ー ス 138に 取 り 付 け ら れ た 減
速 機 284と 、 減 速 機 284に 固 定 さ れ 、 か つ 、 減 速 機 284を 駆 動 す る 第 3電 気 モ ー タ 286と 、 減
速 機 284の 出 力 軸 287に 固 定 さ れ た 駆 動 ギ ヤ 288と 、 ベ ー ス 138に 固 定 さ れ た 固 定 軸 290と 、
こ の 固 定 軸 290に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ 、 か つ 、 駆 動 ギ ヤ 288に 噛 み 合 う 中 間 ギ ヤ 292と
、 ベ ー ス 138に 固 定 さ れ た 固 定 軸 294、 こ の 固 定 軸 294に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 中 間 ギ
ヤ 296と 、 サ イ ド フ レ ー ム 124、 126か ら 両 端 部 が 突 出 し 、 端 部 に ピ ニ オ ン ギ ヤ 298、 300が
そ れ ぞ れ 固 定 さ れ 、 か つ 、 中 間 ギ ヤ 296に 噛 み 合 う 被 動 ギ ヤ 304を 有 す る 回 転 軸 302を 有 す
る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 駆 動 装 置 280は 、 伝 達 装 置 282を 介 し て テ ー ブ ル 262を 吸 引 装 置 130に 接 近 さ せ た り 、 離 し
た り す る 機 能 を 有 し て い る 。
　 し た が っ て 、 こ の 機 能 を 有 し て い れ ば 、 他 の 機 構 を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 次 に 伝 達 装 置 282を 図 1及 び 4を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 サ イ ド フ レ ー ム 124及 び 126の 側 方 に 同 一 構 造 の 伝 達 装 置 282が 配 置 さ れ て い る が 、 左 側
の 伝 達 装 置 282を 代 表 し て 説 明 す る 。
　 テ ー ブ ル 262か ら 側 方 に 突 出 す る ス テ ー 310に 、 フ レ キ シ ブ ル な ラ ッ ク 312の 下 端 が ピ ン 3
14に よ っ て ピ ボ ッ ト 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ラ ッ ク 312は 、 フ レ キ シ ブ ル な 樹 脂 に よ り 成 型 さ れ 、 可 撓 性 を 有 し て い る 。
　 ラ ッ ク 312の 中 間 部 は 、 ピ ニ オ ン ギ ヤ 298に 噛 み 合 っ て い る 。
　 ラ ッ ク 312は 、 サ イ ド フ レ ー ム 124、 126か ら そ れ ぞ れ 突 出 す る 固 定 軸 318に 回 転 自 在 に 支
持 さ れ る ピ ン チ ロ ー ラ 320に よ り 背 面 を 押 さ れ 、 ピ ニ オ ン ギ ヤ 298と の 噛 み 合 い を 保 持 さ れ
る 。
　 ラ ッ ク 312の 先 端 部 は 、 サ イ ド フ レ ー ム 124、 126の 側 面 に 固 定 さ れ た 倒 立 Ｊ 字 状 の パ イ
プ 322に 挿 入 さ れ 、 ベ ー ス 122側 に 戻 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 フ レ キ シ ブ ル な ラ ッ ク 312を 使 用 し て J又 は U状 に 配 置 す る こ と に よ り 、 伝 達 装 置 282を コ
ン パ ク ト に 構 成 で き 、 小 型 化 に 適 し て い る 。
　 ラ ッ ク 312の 前 後 に 配 置 さ れ た 断 面 ア ン グ ル 形 の ガ イ ド レ ー ル 324が サ イ ド フ レ ー ム 124
、 126に 所 定 の 間 隔 で 固 定 さ れ て い る 。
　 ラ ッ ク 312が 所 定 量 以 上 湾 曲 し て こ れ ら ガ イ ド レ ー ル 324に 接 触 し た 場 合 、 こ れ ら ガ イ ド
レ ー ル 324に 阻 止 さ れ て そ れ 以 上 湾 曲 を 防 止 し 、 ラ ッ ク 312の 座 屈 を 防 止 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 実 施 例 に お け る 移 動 装 置 264は 、 テ ー ブ ル 262を 上 下 に さ せ る の で 、 昇 降 装 置 326で あ る
。
　 移 動 装 置 264は 、 吸 引 装 置 130と 扁 平 物 品 100と を 所 定 の 距 離 に 変 更 す る 機 能 を 有 し て い
れ ば よ い 。
　 し た が っ て 、 テ ー ブ ル 262を 固 定 し 、 払 出 部 104を 移 動 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 し か し 、 払 出 部 104を 移 動 さ せ た 場 合 、 払 出 口 178の 位 置 が 変 わ る の で 、 テ ー ブ ル 262を
移 動 さ せ る こ と が 好 ま し い 。
　 ま た 、 駆 動 装 置 280と 伝 達 装 置 282を 一 体 化 す る こ と が で き る 。
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　 例 え ば 、 リ ニ ア モ ー タ の マ グ ネ ッ ト プ レ ー ト を ベ ー ス 138の 側 方 に 立 設 し 、 コ イ ル プ レ
ー ト に テ ー ブ ル を 連 結 し て 移 動 装 置 264を 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 前 述 の 検 知 セ ン サ 250を 図 3及 び 6を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 検 知 セ ン サ 250は 、 水 平 に 配 置 さ れ て い る ベ ー ス 138に 所 定 の 間 隔 で 二 個 固 定 さ れ て い る
。
　 検 知 セ ン サ 250の 接 触 子 252は 、 貯 留 室 260の 上 部 空 間 に 配 置 さ れ 、 そ の 下 端 は ロ ー ラ 174
の 下 端 よ り も 下 位 に 位 置 し て い る 。
　 扁 平 物 品 100に よ っ て 接 触 子 252が 僅 か に 押 し 上 げ ら れ た と き 、 検 知 セ ン サ 250が ON信 号
を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の と き 、 二 つ の 検 知 セ ン サ 250が ONに な っ た 場 合 、 最 終 的 に ON信 号 が 出 力 さ れ る よ う
接 触 子 252の 位 置 が 定 め ら れ る 。
　 す な わ ち 、 最 上 位 の 扁 平 物 品 100が 両 方 の ロ ー ラ 174に 接 触 し 、 完 全 に 吸 着 さ れ た こ と を
検 知 す る よ う に し て あ る 。
　 ま た 、 検 知 セ ン サ 250は 、 図 3に お い て 上 下 方 向 に 位 置 調 整 可 能 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 検 知 セ ン サ 250は 、 光 電 式 セ ン サ 等 他 方 式 の セ ン サ を 使 用 す る こ と が で き る 。
　 し か し 、 実 施 例 の よ う に 接 触 子 252を 用 い る メ カ ニ カ ル セ ン サ を 用 い る こ と に よ り 、 定
期 ク リ ー ニ ン グ 等 の メ ン テ ナ ン ス を 必 要 と せ ず 、 さ ら に 安 価 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 次 に テ ー ブ ル 262の 落 下 防 止 装 置 330を 図 3及 び 7を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 落 下 防 止 装 置 330は 、 伝 達 装 置 282が 駆 動 装 置 280か ら 解 除 さ れ た 場 合 、 テ ー ブ ル 262が 扁
平 物 品 100の 重 量 に よ っ て 急 速 に 落 下 す る こ と を 防 止 す る 機 能 を 有 す る 。
　 急 速 落 下 に よ る 扁 平 物 品 100の 破 損 等 を 防 止 す る た め で あ る 。
　 落 下 防 止 装 置 330は 、 一 方 向 性 ト ル ク リ ミ ッ タ 332を 用 い る こ と が こ の ま し い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 一 方 向 性 ト ル ク リ ミ ッ タ 332は 、 入 力 軸 に 所 定 の 方 向 の 回 転 力 を 受 け た 場 合 、 所 定 の 回
転 抵 抗 を 有 し 、 逆 方 向 の 回 転 力 を 受 け た 場 合 、 ほ と ん ど 回 転 抵 抗 を 有 さ な い 機 能 を 有 す る
。
　 し た が っ て 、 扁 平 物 品 100を 補 給 す る た め 、 テ ー ブ ル 262を 下 げ る 場 合 、 ト ル ク リ ミ ッ タ
332か ら 所 定 の 回 転 抵 抗 を 受 け る よ う に す る こ と に よ り 、 テ ー ブ ル 262が 急 激 に 落 下 せ ず 、
か つ 、 駆 動 装 置 280及 び 伝 達 装 置 282で テ ー ブ ル 262を 上 昇 さ せ る 場 合 、 駆 動 抵 抗 に な ら ず
、 駆 動 エ ネ ル ギ を 減 少 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 一 方 向 性 ト ル ク リ ミ ッ タ 332は 、 左 サ イ ド フ レ ー ム 214か ら 突 出 す る 固 定 軸 334に ピ ボ ッ
ト 運 動 可 能 に 設 け ら れ て い る 。
　 ト ル ク リ ミ ッ タ 332の 入 力 軸 336に ギ ヤ 338が 固 定 さ れ 、 図 7に お い て ト ル ク リ ミ ッ タ 332
が 反 時 計 方 向 へ ピ ボ ッ ト 運 動 し た 場 合 、 被 動 ギ ヤ 304と 噛 み 合 わ さ れ る 。
　 自 動 払 出 装 置 102が 運 転 中 は 、 サ イ ド フ レ ー ム 112に 上 下 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 に 支 持 さ れ
た 制 御 レ バ 340の ス ト ッ パ 部 342に よ っ て ギ ヤ 338が ギ ヤ 304と 噛 み 合 わ な い よ う リ ミ ッ タ 33
2の 側 面 に 固 定 さ れ た ピ ン 344が ス タ ン バ イ 位 置 SBに 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス ト ッ パ 部 342に 隣 接 し て 制 御 レ バ 340の 中 間 部 に ノ ッ チ 343(図 8参 照 )が 形 成 さ れ て い る
。
　 ノ ッ チ 343は 、 ピ ン 344の 回 動 を 停 止 し 、 ギ ヤ 338が 被 動 ギ ヤ 304に 噛 み 合 っ た 状 態 で ト ル
ク リ ミ ッ タ 332の 回 動 を 停 止 す る 機 能 を 有 す る 。
　 一 方 向 性 ト ル ク リ ミ ッ タ 332は 、 例 え ば 特 許 第 3592984に 示 さ れ る も の が 好 ま し い 。
　 制 御 レ バ 340は 、 解 除 機 構 346に よ っ て そ の 位 置 を ス タ ン バ イ 位 置 SBと 作 動 位 置 APに 切 り
替 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
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　 次 に 昇 降 装 置 326の 解 除 機 構 346を 図 2、 3、 7を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 解 除 機 構 346は 、 解 除 レ バ 348、 リ ン ク レ バ 350及 び 減 速 機 フ レ ー ム 352を 含 ん で い る 。
　 解 除 レ バ 348は 、 減 速 機 フ レ ー ム 352か ら 突 出 す る 固 定 軸 354に ピ ボ ッ ト 運 動 可 能 に 取 り
付 け ら れ て い る 。
　 レ バ 350は 、 サ イ ド フ レ ー ム 112か ら 突 出 す る 固 定 軸 356に ピ ボ ッ ト 運 動 可 能 に 取 り 付 け
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 レ バ 350は 、 そ の 一 端 が 解 除 レ バ 348に よ っ て 押 し 上 げ ら れ る よ う に な っ て い る 。
　 レ バ 350の 他 端 は 、 制 御 レ バ 340に リ ン ク 結 合 さ れ 、 制 御 レ バ 340を 上 下 方 向 に 移 動 さ せ
る 。
　 制 御 レ バ 340は 、 図 示 し な い ガ イ ド に よ り 、 上 下 方 向 に 直 線 運 動 す る よ う ガ イ ド さ れ る
。
　 解 除 レ バ 348の 一 端 の 下 部 に は 、 突 起 358及 び 係 止 凹 部 360が 形 成 さ れ 、 サ イ ド フ レ ー ム 1
12か ら 突 出 す る ピ ン 362に 係 合 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 減 速 機 フ レ ー ム 352は 、 サ イ ド フ レ ー ム 112か ら 突 出 す る 固 定 軸 364に ピ ボ ッ ト 運 動 可 能
に 取 り 付 け ら れ て い る 。
　 な お 、 解 除 レ バ 348は 、 ス プ リ ン グ (図 示 せ ず )に よ っ て 図 7に お い て 反 時 計 方 向 に 付 勢 さ
れ て い る 。
　 し た が っ て 、 解 除 レ バ 348の 押 片 366を 押 し 込 む こ と に よ り 、 解 除 レ バ 348は 図 7に お い て
時 計 方 向 に ピ ボ ッ ト 運 動 さ れ 、 凹 部 360が ピ ン 362か ら 外 れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 減 速 機 フ レ ー ム 352を 固 定 軸 364周 り に 時 計 方 向 へ ピ ボ ッ ト 運 動 さ せ る こ と
が で き 、 駆 動 ギ ヤ 288を 中 間 ギ ヤ 292か ら 外 す こ と が で き る 。
　 減 速 機 フ レ ー ム 352が 所 定 量 回 動 し た 場 合 、 突 起 358が ピ ン 362に 停 止 さ れ 、 減 速 機 フ レ
ー ム 352の 回 動 が 停 止 さ れ る 。
　 し た が っ て 、 こ の 状 態 に お い て テ ー ブ ル 262は 、 伝 達 装 置 282を 介 し て 一 方 向 性 ト ル ク リ
ミ ッ タ 332の 制 動 力 を 受 け つ つ 降 下 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 に 払 出 検 知 セ ン サ 370を 図 5、 6を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 払 出 検 知 セ ン サ 370は 、 扁 平 物 品 100の 後 端 が 第 １ 挟 持 搬 送 装 置 182を 通 過 し た こ と を 検
知 す る 機 能 を 有 す る 。
　 払 出 検 知 セ ン サ 370の 通 過 検 知 信 号 に 基 づ い て 、 横 方 向 搬 送 装 置 132及 び 払 出 装 置 135の
搬 送 機 能 が 停 止 さ れ る 、 換 言 す れ ば 、 第 ２ 電 気 モ ー タ 226が 停 止 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 払 出 検 知 セ ン サ 370は 、 ベ ー ス 138の 上 面 に 固 定 さ れ 、 そ の 接 触 子 372は ロ ー ラ 194の 間 に
配 置 さ れ 、 払 出 通 路 186を 通 過 す る 扁 平 物 品 100に よ っ て 押 し 上 げ ら れ 、 ON信 号 を 出 力 し 、
扁 平 物 品 100が 通 過 し た 場 合 、 接 触 子 372が 払 出 通 路 186に 突 出 し て OFF信 号 を 出 力 す る 。
　 扁 平 物 品 100の 後 端 が 接 触 子 372を 通 過 し た 場 合 、 そ の 先 端 は 、 払 出 口 178か ら 突 出 す る
の で 、 そ の 先 端 を 引 き 出 す こ と に よ り 、 扁 平 物 品 100を 受 け 取 る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 次 に 、 扁 平 物 品 位 置 制 御 装 置 380を 図 9か ら 図 11を 参 照 し て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 に お い て 、 扁 平 物 品 位 置 制 御 装 置 380は 、 ソ フ ト ウ エ ア で 構 成 さ れ て い る の で
、 ま ず 、 図 9を 参 照 し て 制 御 装 置 を 説 明 す る 。
　 主 制 御 回 路 382は 、 例 え ば マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ で あ っ て 、 ROM384に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ
ム に 基 づ い て CPU386が RAM388と デ ー タ を や り 取 り し な が ら 所 定 の 処 理 を 行 う 。
　 す な わ ち 、 払 出 指 示 信 号 P及 び 検 知 セ ン サ 250の 上 位 置 信 号 U、 払 出 検 知 セ ン サ 370の 払 出
信 号 Fに 基 づ い て 、 第 １ 電 気 モ ー タ 151、 第 2電 気 モ ー タ 226、 第 3電 気 モ ー タ 286の 作 動 を 制
御 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 次 に 、 図 10及 び 11に 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト に 基 づ い て 扁 平 物 品 位 置 制 御 装 置 380の 作 動 を
説 明 す る 。
　 作 動 時 は 、 ピ ン 362が 凹 部 360に 係 止 さ れ 、 駆 動 ギ ヤ 288が 中 間 ギ ヤ 292に 噛 み 合 わ さ れ て
い る 。
　 し た が っ て 、 制 御 レ バ 340は 引 き 上 げ ら れ 、 ス ト ッ パ 部 342に よ っ て ト ル ク リ ミ ッ タ 332
の 入 力 軸 336の ギ ヤ 338が 被 動 ギ ヤ 304か ら 外 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ス テ ッ プ S1に お い て 、 自 動 販 売 機 の 制 御 装 置 の 払 出 指 示 信 号 Pが 判 別 さ れ る 。
　 払 出 指 示 信 号 Pが あ る 場 合 、 ス テ ッ プ S2に 進 み 、 移 動 装 置 264の 第 3電 気 モ ー タ 286が 逆 転
さ れ る 。
　 モ ー タ 286の 回 転 に よ り 、 減 速 機 284、 中 間 ギ ヤ 292、 296、 304及 び 回 転 軸 302を 介 し て ピ
ニ オ ン ギ ヤ 298が 図 7に お い て 時 計 方 向 へ 回 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 ラ ッ ク 312が 下 方 へ 移 動 さ れ る の で 、 テ ー ブ ル 262及 び テ ー ブ ル 262上 の 扁
平 物 品 100が 下 方 動 す る 。
　 下 方 動 に よ っ て 、 扁 平 物 品 100に よ り 押 し 上 げ ら れ て い る 接 触 子 252は 下 方 へ 移 動 し 、 検
知 セ ン サ 250は オ フ 信 号 OFFを 出 力 す る 。
　 ス テ ッ プ S3に お い て 、 こ の オ フ 信 号 OFFを 判 別 す る と 、 ス テ ッ プ S4に 進 み 、 モ ー タ 286は
停 止 し た 後 、 正 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 こ の 正 転 に よ り 、 ピ ニ オ ン ギ ヤ 298が 図 7に お い て 反 時 計 方 向 へ 回 転 さ れ る の で 、 ラ ッ ク
312が 上 方 へ 移 動 し 、 結 果 と し て テ ー ブ ル 262が 上 方 へ 移 動 さ れ る 。
　 テ ー ブ ル 262の 上 方 動 に よ り 、 扁 平 物 品 100が 上 昇 し 、 接 触 子 252を 押 し 上 げ 、 検 知 セ ン
サ 250が ONに な り 上 位 置 信 号 Uを 出 力 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ス テ ッ プ S5に お い て 、 こ の 上 位 置 信 号 Uを 判 定 す る と 、 ス テ ッ プ S6に 進 み 、 第 3モ ー タ 28
6が 停 止 さ れ る 。
　 こ れ に よ り テ ー ブ ル 262、 し た が っ て 、 最 上 位 の 扁 平 物 品 100は 、 少 な く と も 第 1吸 引 口 1
44及 び 第 2吸 引 口 146の 直 下 に 位 置 す る ロ ー ラ 174の 下 面 の 僅 か 下 に 位 置 す る 。
　 換 言 す れ ば 、 最 上 位 の 扁 平 物 品 100が 、 第 1吸 引 口 144及 び 第 2吸 引 口 146の 全 面 に 相 対 し
吸 引 気 流 に よ っ て 必 ず 吸 着 さ れ る 位 置 に あ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ス テ ッ プ S7に お い て 、 吸 引 気 流 生 成 装 置 136の 第 １ 電 気 モ ー タ 151が 回 転 さ れ る 。
　 電 気 モ ー タ 151の 回 転 に よ り 、 フ ァ ン 152が 回 転 さ れ 、 第 1吸 引 口 144及 び 第 2吸 引 口 146か
ら 吸 い 込 む 吸 引 気 流 が 発 生 す る 。
　 こ の 吸 引 気 流 に よ っ て 、 最 上 位 の 扁 平 物 品 100が 前 記 吸 引 気 流 に よ っ て 吸 い 上 げ ら れ 、
第 1吸 引 口 144及 び 第 2吸 引 口 146に 吸 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 換 言 す れ ば 、 最 上 位 の 扁 平 物 品 100が 第 １ ロ ー ラ 装 置 160及 び 第 ２ ロ ー ラ 装 置 162の 下 面
に 接 触 す る 。
　 こ の 状 態 に お い て 、 扁 平 物 品 100の 上 面 と 第 1吸 引 口 144及 び 第 2吸 引 口 146と の 間 に は 、
僅 か な 隙 間 が あ る の で そ の 隙 間 か ら 空 気 を 吸 引 す る こ と に よ り 、 扁 平 物 品 100に 対 す る 所
定 の 吸 着 力 を 保 持 す る と 共 に 、 気 流 を 第 1モ ー タ 151に 作 用 さ せ 、 冷 却 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 ス テ ッ プ S8に お い て 、 こ の 吸 着 に 十 分 な 時 間 を 計 時 し た 後 、 ス テ ッ プ S9に 進 む 。
　 ス テ ッ プ S9に お い て 、 第 3モ ー タ 286が 逆 転 さ れ る 。
　 第 3モ ー タ 286の 逆 転 に よ り 、 減 速 機 284、 駆 動 ギ ヤ 288、 中 間 ギ ヤ 292、 296、 被 動 ギ ヤ 30
4お よ び 回 転 軸 302を 介 し て ピ ニ オ ン ギ ヤ 298が 図 7に お い て 時 計 方 向 へ 回 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 ラ ッ ク 312が 下 方 へ 移 動 さ れ る の で 、 テ ー ブ ル 262及 び テ ー ブ ル 262上 の 、
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吸 引 口 141に 吸 着 さ れ て い る 扁 平 物 品 100を 除 く 扁 平 物 品 100が 緩 速 度 で 下 降 す る 。
　 こ の 下 方 動 に よ っ て 、 第 １ 吸 引 口 144及 び 第 ２ 吸 引 口 146に 吸 着 さ れ て い る 扁 平 物 品 100
と テ ー ブ ル 262上 の 最 上 位 の 扁 平 物 品 100と は 、 所 定 距 離 離 れ る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 テ ー ブ ル 262の 移 動 は 緩 速 度 で あ る の で 、 吸 着 さ れ た 扁 平 物 品 100と の 間 に 負 圧 に
よ る 付 着 力 が 発 生 し な い 。
　 し た が っ て 、 吸 着 さ れ た 扁 平 物 品 100と 密 着 し て い た 下 位 の 扁 平 物 品 100は テ ー ブ ル 262
の 下 降 と 共 に 下 方 へ 移 動 し 、 吸 着 さ れ た 扁 平 物 品 100の み が 、 第 １ 吸 引 口 144及 び 第 ２ 吸 引
口 146に 継 続 し て 吸 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 前 記 所 定 距 離 は 、 第 １ 吸 引 口 144及 び 第 ２ 吸 引 口 146に 吸 着 さ れ た 扁 平 物 品 100が 送 り 出
さ れ た 後 、 テ ー ブ ル 262の 最 上 位 の 扁 平 物 品 100が 吸 着 さ れ な い 距 離 で あ る 。
　 こ の 離 隔 に 十 分 な 時 間 ス テ ッ プ S10に お い て 計 時 さ れ た 後 、 ス テ ッ プ S11に お い て 第 3モ
ー タ 286の 回 転 が 停 止 さ れ る 。
　 こ れ に よ り 、 吸 着 さ れ た 扁 平 物 品 100と テ ー ブ ル 262上 の 最 上 位 の 扁 平 物 品 100と の 離 隔
状 態 が 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 次 に ス テ ッ プ S12に お い て 、 横 方 向 搬 送 装 置 132の 第 2電 気 モ ー タ 286が 回 転 さ れ る 。
　 第 2電 気 モ ー タ 286の 回 転 に よ り 、 ベ ル ト 228、 プ ー リ 214及 び 回 転 軸 172を 介 し て 横 方 向
搬 送 装 置 132の ロ ー ラ 174及 び ベ ル ト 228、 プ ー リ 216を 介 し て 払 出 装 置 135の ロ ー ラ 194が 図
7に お い て 反 時 計 方 向 へ 回 転 さ れ る 。
　 吸 着 さ れ た 扁 平 物 品 100は 、 ロ ー ラ 174と の 摩 擦 接 触 に よ っ て 図 3に お い て 左 横 方 向 へ 移
動 さ れ 、 払 出 装 置 135へ 向 か っ て 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 送 ら れ た 扁 平 物 品 100は 、 払 出 装 置 135の 第 １ 挟 持 搬 送 装 置 182の 上 ロ ー ラ 装 置 188と 下 ロ
ー ラ 装 置 190と に 挟 ま れ て 同 方 向 に 移 動 さ れ 、 さ ら に 、 第 ２ 挟 持 搬 送 装 置 184の ロ ー ラ 間 に
挟 ま れ て 払 出 口 178へ 搬 送 さ れ る 。
　 こ の 過 程 に お い て 、 扁 平 物 品 100は 、 第 １ 吸 引 口 144と の 相 対 面 積 が 徐 々 に 小 さ く な る 。
　 換 言 す れ ば 、 第 １ 吸 引 口 144の 開 口 面 積 が 徐 徐 に 増 大 し 、 扁 平 物 品 100に 対 す る 吸 着 力 が
急 激 に 低 下 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 し か し 、 第 ２ 吸 引 口 146は 、 そ の 全 面 が 扁 平 物 品 100と 相 対 し て い る の で 、 扁 平 物 品 100
は 第 ２ 吸 引 口 146に 継 続 し て 吸 着 さ れ る 。
　 し た が っ て 、 扁 平 物 品 100は 、 そ の 水 平 な 姿 勢 を 保 っ た ま ま 横 方 向 へ 搬 送 さ れ る 。
　 そ し て 、 扁 平 物 品 100の 先 端 が 第 ２ 払 出 装 置 184の 直 前 に 達 し た 場 合 、 扁 平 物 品 100の 後
部 は 第 ２ 吸 引 口 146か ら 外 れ 始 め 、 扁 平 物 品 100に 対 す る 吸 着 力 が 急 減 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 し か し 、 扁 平 物 品 100の 先 端 部 は ベ ー ス 138及 び サ ポ ー ト プ レ ー ト 200に 規 制 さ れ て い る
。
　 し た が っ て 、 扁 平 物 品 100の 後 端 部 が 第 ２ 吸 引 口 146か ら 落 下 し た 場 合 、 扁 平 物 品 100の
先 端 部 は ベ ー ス 138及 び サ ポ ー ト プ レ ー ト 200に 規 制 さ れ 、 か つ 、 第 １ 挟 持 搬 送 装 置 182の
上 ロ ー ラ 装 置 188及 び 下 ロ ー ラ 装 置 190に 挟 ま れ て ほ ぼ 水 平 状 態 に 保 持 さ れ 、 横 方 向 に 搬 送
さ れ 続 け る 。
　 そ し て 、 第 ２ 挟 持 搬 送 装 置 184に 挟 ま れ 、 さ ら に 横 方 向 に 搬 送 さ れ る 。
　 し た が っ て 、 扁 平 物 品 100の 先 端 部 は シ ャ ッ タ 206を 時 計 方 向 へ 回 動 さ せ て 、 払 出 口 178
か ら 突 出 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 扁 平 物 品 100は 、 第 １ 挟 持 搬 送 装 置 182を 通 過 す る 際 に 接 触 子 372を 押 し 上 げ る の で 、 払
出 検 知 セ ン サ 370は ON信 号 を 出 力 す る 。
　 扁 平 物 品 100の 後 端 が 第 １ 挟 持 搬 送 装 置 182を 通 過 し た と き 、 接 触 子 372が 下 方 へ 移 動 し
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、 払 出 検 知 セ ン サ 370は OFF信 号 を 出 力 す る 。
　 ス テ ッ プ S13に お い て 、 こ の OFF信 号 を 判 別 し た と き 、 ス テ ッ プ S14に 進 む 。
　 ス テ ッ プ S14に お い て 、 第 １ 電 気 モ ー タ 151及 び 第 ２ 電 気 モ ー タ 262が 停 止 さ れ る 。
　 す な わ ち 、 吸 引 流 生 成 装 置 136が 停 止 し 、 吸 引 装 置 130の 吸 引 機 能 が 停 止 す る 。
　 ま た 、 横 方 向 搬 送 装 置 132及 び 払 出 装 置 135が 停 止 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 次 に ス テ ッ プ S15に お い て 、 検 知 セ ン サ 250が OFF信 号 で あ る か 判 別 す る 。
　 す な わ ち 、 最 上 位 の 扁 平 物 品 100が 接 触 子 252を 押 し 上 げ て い る か 判 定 す る 。
　 も し 、 検 知 セ ン サ 250が 上 位 置 信 号 Uを 出 力 し て い る 場 合 、 ス テ ッ プ S16に 進 み 第 3モ ー タ
286が 逆 転 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 前 記 同 様 ラ ッ ク 312を 介 し て テ ー ブ ル 262が 下 降 さ れ る 。
　 す な わ ち 、 最 上 位 の 扁 平 物 品 100が 払 い 出 さ れ た 後 、 次 の 最 上 位 の 扁 平 物 品 100が 接 触 子
252を 押 し 上 げ て い る 場 合 、 最 上 位 の 扁 平 物 品 100が 吸 引 装 置 130の 慣 性 運 転 に よ り 吸 着 さ
れ 、 か つ 、 横 方 向 搬 送 装 置 132の 慣 性 運 動 に よ り 払 出 口 178へ 搬 送 さ れ る 恐 れ が あ る 。
　 テ ー ブ ル 262、 し た が っ て 、 扁 平 物 品 100を 前 記 の よ う に 下 降 さ せ る こ と に よ り 、 扁 平 物
品 100が 吸 引 装 置 130に よ っ て 吸 着 さ れ な い よ う に し 、 不 要 な 払 い 出 し を 回 避 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 次 に ス テ ッ プ S17に お い て 、 第 3電 気 モ ー タ 286が 正 転 さ れ 、 テ ー ブ ル 262が 上 昇 さ れ る 。
　 次 に ス テ ッ プ S18に 進 み 、 最 上 位 の 扁 平 物 品 100が 接 触 子 252を 押 し 上 げ る こ と に よ る 検
知 セ ン サ 250か ら の 上 位 置 信 号 Uを 判 別 し た と き 、 ス テ ッ プ S19に 進 む 。
　 ス テ ッ プ S19に お い て 第 3モ ー タ 286が 停 止 さ れ 、 最 上 位 の 扁 平 物 品 100が 第 １ 吸 引 口 144
及 び 第 ２ 吸 引 口 146に 対 し て 最 適 な 間 隔 を 確 保 さ れ て 次 の 払 い 出 し 信 号 を 待 つ 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 次 に 、 扁 平 物 品 100を テ ー ブ ル 262上 に 補 給 す る 際 の 操 作 を 説 明 す る 。
　 ま ず 、 ロ ッ ク 装 置 270を 解 除 し 、 ド ア 266を 図 2に 示 す よ う に 開 く 。
　 次 い で 、 押 片 366を 押 し 、 解 除 レ バ 348を 図 7に お い て 時 計 方 向 へ ピ ボ ッ ト 運 動 さ せ る 。
　 こ れ に よ り 、 凹 部 360が ピ ン 362の 上 方 へ 移 動 す る の で 、 ピ ン 362が 図 7に お い て 時 計 方 向
へ ピ ボ ッ ト 運 動 可 能 に な る 。
　 突 部 358が ピ ン 362に 阻 止 さ れ る ま で 減 速 機 フ レ ー ム 352は 時 計 方 向 へ ピ ボ ッ ト 運 動 さ れ
る (図 8参 照 )。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ れ に よ り 、 駆 動 ギ ヤ 288が ギ ヤ 292か ら 外 れ る 。
　 同 時 に 、 解 除 レ バ 348の 上 縁 に よ り リ ン ク レ バ 350の 一 端 が 図 7に お い て 反 時 計 方 向 へ ピ
ボ ッ ト 運 動 さ れ 、 制 御 レ バ 340が 下 方 へ 移 動 さ れ る 。
　 し た が っ て 、 ノ ッ チ 343が 一 方 向 性 ト ル ク リ ミ ッ タ 332の ピ ン 344に 相 対 す る 。
　 ト ル ク リ ミ ッ タ 332は 、 ス プ リ ン グ に よ っ て 反 時 計 方 向 へ 回 転 力 を 受 け て い る の で 、 固
定 軸 334を 支 点 に 反 時 計 方 向 へ ピ ボ ッ ト 運 動 さ れ 、 ギ ヤ 338が 被 動 ギ ヤ 304と 噛 み 合 う 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 ま た 、 ピ ン 344が ノ ッ チ 343に 停 止 さ れ 、 ト ル ク リ ミ ッ タ 332は そ の 状 態 を 維 持 す る 、 換
言 す れ ば 、 ト ル ク リ ミ ッ タ 332は 作 動 位 置 APに 保 持 さ れ る 。
　 し た が っ て 、 ト ル ク リ ミ ッ タ 332は 昇 降 装 置 326に 駆 動 連 結 さ れ る 。 (図 8参 照 )
　 テ ー ブ ル 262は 、 積 載 さ れ た 扁 平 物 品 100の 重 量 に よ っ て 下 方 へ 落 下 し よ う と す る が 、 ト
ル ク リ ミ ッ タ 332の 抵 抗 に よ り 、 制 動 力 を 受 け る 。
　 換 言 す れ ば 、 テ ー ブ ル 262は 、 下 端 が ベ ー ス フ レ ー ム 122に 停 止 さ れ る ま で 所 定 の 低 速 で
降 下 す る 。
　 し た が っ て 、 扁 平 物 品 100が 急 降 下 し 、 破 損 な ど の 不 具 合 を 発 生 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 そ の 後 、 新 た な 扁 平 物 品 100を テ ー ブ ル 262上 に 載 せ 、 ド ア 266を 閉 じ て ロ ッ ク 装 置 270で
ロ ッ ク す る 。
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　 次 い で 、 減 速 機 フ レ ー ム 352を 押 し て 反 時 計 方 向 へ ピ ボ ッ ト 運 動 さ せ 、 駆 動 ギ ヤ 288を 中
間 ギ ヤ 292に 噛 み 合 わ せ る 。
　 こ れ に よ り 、 解 除 レ バ 348が 反 時 計 方 向 へ ピ ボ ッ ト 運 動 さ れ 、 凹 部 360が ピ ン 362に 係 合
す る 。
　 こ れ に 伴 っ て リ ン ク レ バ 350が 付 勢 装 置 に よ り 図 8に お い て 時 計 方 向 へ 回 動 さ れ る の で 、
制 御 レ バ 340が 上 方 に 引 き 上 げ ら れ 、 ピ ン 344は 、 ノ ッ チ 343の 傾 斜 部 に よ っ て 押 さ れ 、 ト
ル ク リ ミ ッ タ 332が 時 計 方 向 へ ピ ボ ッ ト 運 動 さ れ る 。
　 こ れ に よ り 、 ギ ヤ 338が 被 動 ギ ヤ 304か ら 外 れ 、 昇 降 装 置 326が 駆 動 装 置 280に 駆 動 連 結 さ
れ る (図 7参 照 )。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 上 記 説 明 か ら 明 ら か な よ う に 、 ス テ ッ プ S2か ら ス テ ッ プ S11が 扁 平 物 品 位 置 制 御 装 置 380
で あ る 。
　 す な わ ち 、 扁 平 物 品 位 置 制 御 装 置 380は 、 扁 平 物 品 100と 吸 引 装 置 130と の 間 隔 を 離 し た
後 、 再 び 近 づ け て 扁 平 物 品 100と 吸 引 装 置 130と の 間 隔 が 所 定 の 間 隔 に な る よ う に し 、 そ の
後 吸 引 装 置 130で 最 上 位 の 扁 平 物 品 を 吸 引 し た 後 、 再 び 扁 平 物 品 100を 吸 引 装 置 130か ら 離
す 機 能 を 有 し て い る 。
　 扁 平 物 品 位 置 制 御 装 置 380を ソ フ ト ウ エ ア で 構 成 す る こ と に よ り 、 新 た な 部 品 が 増 え な
い の で 、 安 価 で あ る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 次 に 図 12に 示 す 第 ２ 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 実 施 例 ２ は 、 二 つ の 均 し 箱 134A及 び 134Bを 設 け 、 そ れ ぞ れ に 吸 引 気 流 生 成 装 置 136A及 び
136Bを 結 合 し た 例 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 は 、 吸 引 口 が 3以 上 で あ っ て も よ い が 、 コ ス ト 高 に な る た め 、 実 施 例 １ の
よ う に 、 吸 引 装 置 を 一 つ と し 、 均 し 箱 に お い て 吸 引 口 を 複 数 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 例 １ の 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 の 左 上 方 か ら の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 2は 、 実 施 例 １ の 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 の 補 給 用 ド ア を 開 い た 状 態 の 右 上 方
か ら の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 3は 、 図 5に お け る Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 4は 、 実 施 例 １ の 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 の 左 及 び 上 部 の カ バ ー を 除 去 し た 状
態 の 左 上 部 か ら の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 5は 、 図 7に お け る Ｂ － Ｂ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 6は 、 図 ７ に お け る Ｃ － Ｃ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 実 施 例 １ の 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 の 左 カ バ ー を 除 去 し た 状 態 の 左 側 面
図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 8は 、 実 施 例 １ の 扁 平 部 品 の 自 動 払 出 装 置 の 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 9は 、 実 施 例 １ の 扁 平 部 品 の 自 動 払 出 装 置 の 制 御 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 10は 、 実 施 例 １ の 扁 平 部 品 の 自 動 払 出 装 置 の 作 用 説 明 用 の フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 図 １ １ 】 図 11は 、 実 施 例 １ の 扁 平 部 品 の 自 動 払 出 装 置 の 作 用 説 明 用 の フ ロ ー チ ャ ー ト で
あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 12は 、 実 施 例 ２ の 扁 平 物 品 の 自 動 払 出 装 置 の 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
100　 扁 平 物 品
104　 吸 引 装 置
132　 搬 送 装 置
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134　 均 し 箱
136　 吸 引 気 流 生 成 装 置
140　 隔 壁
141　 吸 引 口
144　 第 １ 吸 引 口
146　 第 ２ 吸 引 口
148　 第 １ チ ャ ン バ
150　 第 ２ チ ャ ン バ
151　 第 １ 電 気 モ ー タ
152　 軸 流 フ ァ ン
262　 テ ー ブ ル
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】
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